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シリコンフォトニクスにおける波長分割多重 (WDM) 伝送のため，我々は箱型スペクトルとヒータ

による波長制御と大きな FSR を兼ね備えた三角形マイクロリング波長合分波器 (MUX/DMUX) 

を提案，実証してきた 1)．さらに我々は格子シフト型フォトニック結晶導波路 (LSPCW) の低分散スローラ

イトを利用した小型マッハツェンダー光変調器を開発し，低電圧での 25 Gbps 動作を報告してきた 2)．今

回は図 1に示すように，3組の変調器と三角形リングMUXを集積したデバイスを CMOS互換プロセスで

製作し，3波長でそれぞれ変調，WDM出力ポートへの合波を実現したので報告する． 

外部光源からスポットサイズ変換器を介して導入された光は変調器に入る．各変調器は長さ 200 mの

LSPCW位相シフターをもつ．変調された光は三角形リングMUXによりそれぞれWDM伝送路に合波さ

れる．MUX には TiN ヒータが集積してあり，加熱により通過波長を選択できる．Input1 と Input2 の MUX

直前の WDM 伝送路にはパス切り替えのために 2×2 マッハツェンダー干渉 (MZI) 型光スイッチを組み

込んでおり，MZIのヒータ制御でスイッチをオン/オフさせることで，ヒットレス動作も可能である． 

図 2 は WDM 出力ポートで観測された合波スペクトルとそれぞれの波長での 25 Gbps (2
31
1 bit 

NRZ-PRBS) のアイパターンである．ここで VDC  0.9 V，Vpp  1.75 Vであり，プッシュプル駆動を行った．

MUXは LSPCWのスローライト帯域幅  15 nm内で 3つの通過波長をもつように加熱パワーをそれぞ

れ調整し，各動作波長1, 2, 3は 1544, 1550, 1555 nm とした．MUXの設計ミスのため合波スペクトルを

十分な箱型にすることができなかったが，すべての波長において消光比 3 dB 以上の明瞭なアイ開口が

得られ，3波長で 75 GbpsオンチップWDM伝送が得られた．詳細な伝送特性は当日報告する． 

なお本研究は NEDO未来開拓研究の援助を得た． 
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図 1 デバイスの概要． 図 2 WDM出力ポートで観測された合波スペ

クトルと各波長での 25 Gbpsアイパターン．P

はMUX の加熱パワーを表す． 
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